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アンケート報告および運行計画検討案

会則改訂案および役員会、代表者会の人事案

9月16日 第3回代表者会議の議題

7月に開催した代表者会議の様子

秋保地区の交通を考える会で

は、現在路線バスが走っていな

い空白地区（石神、竹ノ内、西

台、国久、舘）と、路線バスの

サービスレベルが低い地区（野

尻、滝原、野口）の、8つの町

内会をメンバーに加え、来年か

らの試験運行開始を目指して現

在活動しています。

※見開きにアンケート結果の概要を掲載しています

8町内会を対象に、7月に実施した

アンケート調査では、配布した世帯

の57%にあたる、135世帯316人から

回答が寄せられ、うち235人が、新

たな移動サービス導入が必要と回答

するなど、非常に高い関心と期待が

あることが分かりました。

そこで、9月16日の代表者会議で

は、アンケート結果の報告をもとに、

運行計画の内容について協議しまし

た。協議の結果、予約に応じて子ど

もの通学や高齢者の買い物・通院に

利用できる、地域交通の運行計画案

を策定することになりました。

図：地域交通の運行イメージ

運行日は、月～金の平日。

運行時間は、朝6時～夜7時で、前日まで

の予約に応じて運行。

秋保町民も、町外に住む家族も、観光客

も、誰でも利用できる。

運行区域は、秋保町内全域。

路線バスとの競合を避けるため、「野

尻・滝原・森安・野口（上ノ原バス停以

西）」と、「石神・竹ノ内・西台・国

久・舘」の2地区を、「発着エリア」と

し、出発か到着のどちらかが発着エリア

でなければならない。

運賃は、小学校区内は200円、隣の学区

までは400円、馬場から湯元までは600

円の3段階。

小学生以下は半額に割引。

 70歳以上・障害者等は、100円～150円

程度で利用できるよう割引。

まずは来年1～3月の3か月間、試験運行

をしてみることを目指す。

運行計画案の方向性を話し合いました

第3回代表者会議で話し合われたこと

★☆次回 第4回代表者会議について
次回の代表者会議は10月21日に開催し、今回話し合われた素案をもとに、運行計

画の詳細を検討するほか、アンケート実施地区における報告会の実施や、地域交通

の名称について協議します。話し合われた内容は、次号の考える会通信でお知らせ

します。

会議で出された意見の一部を紹介します

子どもから高齢者まで、幅広く利用さ

れやすい内容にしたい

午後の便の受付を当日何時まで受け付

けるか、観光客のことを考えると11時

までは受け付けてほしい

電車の遅延で遅れそうな場合の変更が

可能かなど、予約時の細かいルールの

検討が必要

境野にも、羽山など路線バスが通って

いない地区があるので、今回の試験運

行では難しくても、次回の試験運行で

は対応を

路線バスとの競合を避けるため「発着

エリア」の制限があるが、路線バスが

走っていない時間は制限を外しても、

路線バスとの住み分けを図れるのでは

運行を始めれば色々な改善点が必ず見

えてくるので、まずは3か月間やってみ

て、その実績をもとに検証しよう

※上記内容で決定ではありません。引き続き次回の会議で協議します

いよいよ、地域交通の運行計画策定作業がスタート！



アンケート調査結果の概要をお知らせします
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問2-3代表的移動手段 【通院】
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問3-3 希望する利用目的

●通勤・通学先は、秋保町内、愛子方面、仙台駅方面が多いことが分かりました。

●通勤では自ら運転している人がほとんどで、通学では家族に送迎されている人が多いようです。

●買物ではほとんどの人が愛子方面に出かけていることが分かりました。

●ほとんどの人が車を自ら運転して出かけていますが、家族に送迎されている人も44人いました。

●通院先は、愛子方面が最も多いですが、買物と比べると各方面に分散しているようです。

●車を自ら運転する人が、他の目的と同様に多いことが分かりました。

●乗合タクシーがすぐにでも必要、将来的に必要、という回答が半数以上を占めています。

●通院での利用希望が最も多く、次いで買物での利用希望が多いことが分かりました。

●買物、通院の往復には、８時～16時の運行でおおむね需要に対応できるようです。

●通勤・通学には、6時～19時の運行でおおむね需要に対応できることが分かりました。

0

10

20

30

40

50

60

70

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

問3-3 利用希望時間帯
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問3-4 希望する予約方法

●アンケートでは、60代以上の方から多くの回答をいただきました。

●8地区で、合計316人から回答がありました。
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【買物の状況】

【通勤・通学の状況】

【通院の状況】

【地域交通に対する意向】


